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【シンポジウム】　９：50 ～ 11：50
「個性あふれる有床診～今こそ、“かかりつけ医”の活躍を！～」
①　「内科系有床診療所のこれから
　 　　～地域包括ケアシステムの中核拠点として～」　
 医療法人健英会うしいけ内科クリニック理事長　小中　俊太郎 先生

　内科系有床診、無床診、老健、グループホーム、小多機、サ高住を有しケアミックス型医療を
提供している。急性期病院と在宅医療（他院）の後方支援や終末期医療の場として有床診を活用
する。看取りは80％病床を利用しており、在宅医療ではPEG交換を往診で実施している。NPO法
人を設立し介護予防として回想療法を行い地域のまちづくりを支える拠点となっている。

②　「分娩・入院料のあり方について
　 　　　　　－分娩・入院に係る原価より－」
 医療法人愛生会セントラルレディースクリニック院長　角田　隆 先生

　産科医の減少と分娩収益の低下により分娩取扱施設の閉鎖が続いているが、この流れに歯止め
をかけることが喫緊の課題である。分娩１件当りの分娩料を算出すると、民間病院は公的病院よ
り低額に設定しており、公的病院の分娩料は民間病院に配慮して設定して欲しい。またアメニ
ティー向上のためには多くの経費を要することを社会に説明する必要がある。

③　「眼科有床診療所の変遷－そして展望」
 医療法人秀縁会高山眼科緑町医院　高山　秀男 先生

　眼科の有床診は、この10年で激減している（群馬県では41％減、関東ブロック９県では52％減）。
その原因は日帰り（外来）手術の普及（白内障、緑内障、硝子体手術）と手術が小切開創並びの
低侵襲化により入院が不要になったことである。
　入院が望ましいのは、加齢黄斑変性の光線力学療法（PDT）、ステロイドパルス療法である。
大学病院や大規模病院に手術患者が集中しているが、診断、治療法が確定している通常疾患は、
有床診が手術や治療を行いたい。

④　「透析医療における診診連携」
 望星第一クリニック院長　若林　正則 先生

　19床の入院ベッドと60床の透析ベッドを有し、外来維持透析患者299人と入院患者は14人であ
り、維持期の入院透析は受け入れてない。さらに関連のサテライト施設を合わせて1,700人の維持
血液透析患者を抱え、バスキュラーアクセス診療を行う。緊急対応も多く、有床診療所のメリッ
トを生かしている。超音波ガイド下PTA、生検鉗子による器質化血栓摘出法、ICG蛍光ナビゲー
ション、大伏在静脈－皮膚瘻孔（国際特許）、内圧プローブ（国内特許）など新たな治療法の開
発に力を入れている。

【総括】　11：50 ～ 12：00

　このシンポジウムでは、有床診の活躍の場として最先端の医療と手術供覧を示していただき、
これから小回りの利く有床診が地域医療の中核として活動する勇気と未来への明るい展望を与え
て頂いた。これが有床診の減少の歯止めとなれば幸いである。
 （文責：岩藤　知義）
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高梁市の現状と活動

 高梁医師会理事　野村　良明

　地域包括ケアネットワークを推進しようにも保健医療従事者の人材が不足していては思う
に任せない。こんな状態が高梁市では続いています。
　まず、医師数の絶対的な不足および高齢化がすすみ、後継者問題も現実味を帯びています。
　また、人口が減少していることに加え、医療圏が広域であり新規の開業も望めません。さ
らに、病院の医師も不足しているため、在宅医療に手を広げる余裕のある病院はありません。
看護師については、これも不足し高齢化が進んでいることは以前よりわかっています。
　平成29年度岡山県備北保健所より高梁医師会に「地域医療の魅力UP紹介事業　看護の魅
力ガイダンス」事業の単年協力依頼がありました。吉備国際大学２年生と専門学校の１年生
を対象に医師会長が「中山間地域の医療の現状、看護の役割と魅力」について基調講演を行い、
続いて看護の活動紹介、「中山間地域の看護の取り組みと魅力」について３名でシンポジウ
ムを開催しました。平成30年度には、岡山県医師会による医療介護連携体制整備事業の補助
金をいただくことで、この事業を継続することが可能になりました。同時に高梁市、看護協会、
市内４病院、協力していただいた看護師の就職に向けた活動などもあり、昨年市内に就職し
た看護師が５人であったのが本年は18人に増加しました。
　令和元年度も行政とともに以下の事業等を計画しております。
　１）看護職の地域医療スキルアップと人材育成
　　①研修企画会議
　　②施設間の連絡会
　　③リーダー育成研修
　　④スキルアップ研修
　　　•フィジカルアセスメントについて（基礎編、循環器、呼吸器）
　　　•緩和ケアについて
　　　•皮膚・排泄ケア・胃瘻について
　　　•認知症研修
　　　•摂食・嚥下研修
　２）訪問看護ステーションの連携構築
　３）人材確保のための学生へのPR
　　①看護学校等訪問
　　②病院見学会（市内４病院）
　　③看護の魅力ガイダンス（吉備国際大学）
　　　•基調講演
　　　•活動報告（病院看護師、施設看護師、訪問看護師、保健師）
　４）普及啓発活動
　　①DVDの作成
　　②市の広報誌の活用継続
　　③ACPをテーマとした市民向け研修会
　　④市民公開講座
　本年度も岡山県医師会から支援いただけることになり、さらに充実した活動により地域包
括ケアシステム構築、人材確保をすすめていきたいと思っております。
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